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募集テーマ

応募・問い合わせ先

どなたでも応募できます。

応募資格

優秀賞  表彰盾と副賞  ２０万円
佳作賞  賞 状 と 副 賞   １０万円
奨 励 賞  賞 状 と 副 賞     3万円
学生特別賞 賞状と副賞 月1万円の奨学金×12ヶ月
☆応募者には、もれなく記念品を進呈（除く、入賞者）
☆発表　２０１9年9月18日（水）予定

教育文化協会  私の提言詳しくは

電子媒体（Ｅ-mailなど）による応募

応募方法

表      彰

応募締切

２０１9年7月29日（月） 必着

未来は私たちの手で変えられる
連合・労働組合が今取り組むべきこと
（オリジナルで未発表のものに限る）

連合•教育文化協会共催

連合30周年 プレ企画

第16回  「私の提言」 
募 集 

具体的
な提言を募

集中!!

皆さん
の提言で

 解決を
目指しま

す！

(1) 第339号 2019年５月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林事務局長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

第339号� 2019.５.15

５月の主な活動
	９日	第７回四役会議

	11日	土曜相談会

	16日	第３回女性委員会

	22日	第７回執行委員会

底上げ、底支え!
  長時間労働の撲滅!!

…………………………………………………………………………………
　

４
月
27
日
、
新
潟
市
陸
上
競

技
場
に
て
、
第
90
回
新
潟
県
中

央
メ
ー
デ
ー
は
『
格
差
を
な
く

し
、
平
和
を
守
る
！
笑
顔
あ
ふ

れ
る
未
来
を
つ
く
ろ
う　

す
べ

て
の
仲
間
の
連
帯
で
！
』
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
気
温
が
下
が
り
、

雨
も
降
り
し
き
る
な
か
、
約
３

５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
実
行
委
員

長
の
連
合
新
潟
・
牧
野
会
長
の

あ
い
さ
つ
で
は
、「
今
年
の
県

統
一
テ
ー
マ
は
『
底
上
げ
、
底
支

え
！
長
時
間
労
働
の
撲
滅
!!
』

で
す
。
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

働
き
方
改
革
の
確
実
な
実
行
へ

の
対
応
も
含
め
「
す
べ
て
の
労

働
者
の
立
場
に
た
っ
た
働
き

方
」
の
実
現
、
長
時
間
労
働
の

是
正
お
よ
び
、
い
わ
ゆ
る
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
に
関
す
る

にいがた女
ひ と

と男
ひ と

フェスティバル 2019
連合新潟女性委員会主催ワークショップ

「働き方改革は生き方改革! ともにめざそう男女平等参画社会!!」
日　時　　2019年６月23日（日）10：00～12：00
会　場　　新潟ユニゾンプラザ４階　小研修室２
参加費　　無料　※事前申し込みが必要です。
女性「だから」男性「だから」と諦めていることはありませんか？
男女が気持ちよく働ける環境作りについて皆で考えてみましょう。
申込方法は各構成組織または連合新潟へお問い合わせください。

第24回
連合新潟ユースラリー

１．日時	 2019年６月15日（土）
	 13時30分～17時
２．会場	 駅前カルチャーセンター
３．内容	 ゲームとグループワークで学ぶ
	 「労働組合における政治活動の必要性」
	 講師：富士社会教育センター
	 � 　志垣 一寅 氏

連合新潟
第64回地方委員会

2019年6月18日（火）
13：30～16：00

場所  ガレッソホール
新潟駅前

6月は男女平等月間です！
連合新潟女性委員会「第30回女性集会」
日時：2019年６月１日（土）　13：30～16：00
場所：勤労福祉会館　２階研修室（新潟市中央区新光町６-２）
　◯講演：「自分らしくいきいきと活動するための極意
� ～心理的安全性確保でチーム作り～」（仮称）
　◯講師：NPO法人ファザーリング・ジャパン理事、
　　　　　wonderLife代表　林田  香織 氏

男性の参加も大歓迎！お待ちしています。

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

働
く
仲
間
の
８
割
は
労
働
組

合
の
傘
に
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

弱
者
が
切
り
捨
て
ら
れ
、
結
果
、

格
差
が
拡
大
し
、
雇
用
・
労
働

が
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
傷
み
、

子
育
て
、
医
療
、
介
護
な
ど
、

不
安
が
増
加
し
て
い
る
今
こ
そ

労
働
組
合
と
い
う
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
を
張
り
巡
ら
せ
、
全

て
の
働
く
人
に
“
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
”
を
実
現
し
ま
し

ょ
う
。
主
役
は
す
べ
て
の
働
く

も
の
一
人
ひ
と
り
が
声
を
あ
げ

る
こ
と
が
底
上
げ
、
底
支
え
、

長
時
間
労
働
の
撲
滅
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

８
年
、
熊
本
地
震
か
ら
３
年
が

経
ち
、
昨
年
は
北
海
道
、
大
阪
、

広
島
、
岡
山
、
愛
媛
に
お
い
て

甚
大
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
、
被
災

者
に
寄
り
添
い
『
復
興
・
再
生
』

に
向
け
て
支
援
を
続
け
て
い
こ

う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

県
知
事
や
新
潟
市
副
市
長
ら

を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
か
ら
は
、

「
働
き
方
改
革
を
と
も
に
す
す

め
て
行
き
ま
し
ょ
う
」「
労
働

時
間
が
全
国
平
均
よ
り
も
長
く
、

有
給
休
暇
取
得
率
が
低
い
。
県

民
全
体
の
労
働
環
境
の
改
善
を

　

４
月
21
日
、
県
下
の
口
火
を

切
っ
て
平
成
最
後
の
第
90
回
糸

糸
魚
川
地
区
メ
ー
デ
ー
報
告

（
上
越
地
協
糸
魚
川
支
部
よ
り
）

ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
い
た
だ
き

恩
田
副
支
部
長
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
!!
」
の
掛
け
声
で
団
結

を
誓
い
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
プ
ラ
カ
ー
ド
典
や
地
元

出
身
の
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
バ
ン
ド
の
ラ

イ
ブ
で
場
が
盛
り
上
が
っ
た
後
、

お
楽
し
み
大
抽
選
会
を
行
い
ま

し
た
。
各
組
合
か
ら
の
ご
厚
意

に
よ
り
用
意
し
た
景
品
の
抽
選

の
度
に
聞
え
る
歓
声
と
た
め
息

の
繰
り
返
し
の
中
、
平
成
最
後

の
メ
ー
デ
ー
は
参
加
者
の
笑
顔

と
共
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
、

　

来
年
は
令
和
の
年
の
初
メ
ー

プラカードコンクール入賞組合
（グランプリ、金賞のみ掲載）

☆グランプリ（１本）
　・新潟造船労働組合

☆金賞（２本）
　・ダイヤメット労働組合
　・新潟交通労働組合青年女性委員会

魚
川
地
区
メ
ー
デ
ー
が
糸
魚
川

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
前
日
ま
で
の
天
気
が
ウ

ソ
の
よ
う
な
肌
寒
い
天
候
と
な

り
ま
し
た
が
、
日
曜
日
と
い
う

事
も
あ
り
多
く
の
参
加
者
で
賑

い
ま
し
た
。

　

式
典
に
お
い
て
は
多
数
の
ご

来
賓
の
方
々
か
ら
熱
い
エ
ー
ル

を
い
た
だ
き
、
今
メ
ー
デ
ー
の

テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
底
上
げ
、

底
支
え
！
」
の
必
要
性
を
改
め

て
確
認
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
メ

実
現
し
た
い
」、「
県
民
の
課
題

を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
東
日
本
大
震
災

復
興
応
援
と
し
て
、「
福
島
県

産
商
品
の
物
販
」、
福
祉
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
の
取
り
組
み

と
し
て
「
ク
ッ
キ
ー
の
販
売
や

ラ
ー
メ
ン
の
移
動
販
売
」
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
声
選
手
権
は
雨
の
た
め
中

止
さ
れ
、
コ
ー
プ
ト
ラ
ベ
ル
セ

ン
タ
ー
賞
は
、
後
日
厳
正
な
る

抽
選
の
う
え
当
選
組
合
に
連
絡

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

デ
ー
と
な
り
ま
す
。
更
な
る
和

を
も
っ
て
次
に
繋
げ
て
い
け
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第90回
新潟県中央
メーデー

雨
の
メ
ー
デ
ー



連　　　合　　　新　　　潟

活動の地域は違っても悩みや課題は共通

土曜相談会 ６月は８日に開催25%

5%

20%

50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私に連休は
ありません。

新しい時代の
幕開け！

休日ばかりで
お給料が・・・

旅行・イベント
が楽しみ！

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2019年５月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第339号

　

今
年
、
こ
の
連
休
中

に
我
が
家
の
家
族
が
増

え
た
！
。
中
三
に
な
っ

た
長
女
が
ず
っ
と
欲
し

が
っ
て
い
た
ハ
ム
ス
タ

ー
が
来
た
か
ら
だ
。

　

父
母
と
も
に
反
対
を

し
て
い
た
が
、
時
間
が

あ
れ
ば
、
ハ
ム
ス
タ
ー

を
飼
い
た
い
き
ち
ん
と

世
話
を
す
る
。
な
ど
ず
っ
と
言
っ
て

い
た
娘
。
ス
マ
ホ
で
調
べ
れ
ば
何
で

も
教
え
て
く
れ
る
こ
の
時
代
に
、
飼

育
ブ
ッ
ク
を
買
っ
て
一
生
懸
命
勉
強

し
て
い
る
姿
勢
に
根
負
け
し
て
し
ま

っ
た
。

　

娘
と
一
緒
に
ハ
ム
ス
タ
ー
と
飼
育

に
必
要
な
も
の
を
購
入
し
、
家
に
戻

り
配
置
を
整
え
る
。
事
前
に
イ
メ
ー

ジ
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
、
テ
キ
パ
キ

と
配
置
し
て
い
た
娘
。
中
に
ハ
ム
ス

タ
ー
を
入
れ
る
と
、
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ

と
動
き
回
っ
て
い
る
。

　

ふ
と
こ
こ
で
疑
問
。
こ
の
こ
の
名

前
は
？�

○Ｔ

４月ホームページアンケート結果発表
質問：�４月のアンケートは「今年のＧＷはどんな時間

になりそうですか？」でした。
　例年よりも長期連休となった影響もあってか、楽し
みな計画をしっかり立てられたようですね！その一方、
「連休はない」にもかなりの票が。。旅行・イベント
を楽しむ人がいれば、それを支える人も必要というこ
とですね。そして、祝日が増えることで収入が減って
しまう時給・日給制の方の不満については今後しっか
り考えていく必要があるかと思います。
　さて、５月のＨＰアンケートは、「日本で働く外国
人」に関してです。投票をお待ちしています。

青
年
層
組
合
員
活
動
の

　
　
活
性
化
を
め
ざ
し
て

推薦県議会議員
懇談会開催

　

４
月
13
日
、
新
潟
市
・
ガ
レ

ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
、
連
合
新
潟
青

年
委
員
会
主
催
の
２
０
１
９
地

協
青
年
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、

今
年
も
７
地
協
と
１
支
部
の
青

年
女
性
委
員
会
メ
ン
バ
ー
28
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
会
議
で
は

各
地
協
の
青
年
女
性
委
員
会
の

活
動
や
今
後
の
計
画
な
ど
の
報

告
と
情
報
交
換
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
近
年
、
参
加
者
が
減
少

し
て
い
る
活
動
も
あ
り
、
各
地

協
で
も
参
加
者
を
ど
う
す
れ
ば

　

連
合
新
潟
は
、
統
一
地
方
選

挙（
県
議
選
）終
了
後
の
４
月
９

日
、
勤
労
福
祉
会
館
に
て
、
臨

時
県
議
会
議
員
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
懇
談
会
に
は
、
県

議
会
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
全
15

人
が
参
加
し
、
連
合
新
潟
か
ら

は
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
牧
野
会
長
よ
り
こ
の

１
年
を
振
り
返
り
、
新
潟
県
知

事
の
辞
職
、
民
進
党
新
潟
県
連

の
解
消
の
中
、
推
薦
候
補
15
人
、

支
持
候
補
１
人
が
当
選
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
、
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
連
合
新
潟
よ
り
、

新
人
の
県
議
会
議
員
も
い
る
こ

と
か
ら
、
３
月
に
行
っ
た
新
潟

県
へ
の
政
策
要
望
の
重
点
項
目

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

連
合
新
潟
推
薦
議
員
の
大
多
数

で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
未
来
に

い
が
た
」
へ
の
結
集
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
次
の
参
議
院
新

潟
県
選
挙
区
で
は
、
連
合
新
潟

２
０
１
９
地
協
青
年
代
表
者
会
議
を
開
催

増
や
せ
る
か
が
共
通
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

講
師
の
申
し
込
み
先
の
情
報
交

換
を
お
こ
な
う
な
ど
、
青
年
女

性
委
員
会
の
工
夫
と
ア
イ
デ
ィ

ア
の
共
有
が
で
き
、
意
義
の
あ

る
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
終
了
後
の
学
習

会
で
は
、「
模
擬
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
検
定
」
を
行
い
ま
し
た
。
日

本
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
協
会
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
２
０

１
８
秋
の
検
定
で
の
レ
ジ
メ
と

問
題
を
使
っ
て
、
実
際
の
検
定

と
同
じ
流
れ
で
講
習
を
お
こ
な

い
、
そ
の
後
の
模
擬
試
験
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
真
剣
に
マ
ー
ク

シ
ー
ト
を
塗
り
つ
ぶ
す
姿
は
本

番
の
検
定
の
よ
う
で
、
事
前
の

準
備
学
習
を
し
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
４
割
の
方
が
合

格
ラ
イ
ン
に
達
す
る
な
ど
、
青

年
女
性
委
員
も
日
頃
か
ら
正
し

い
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
理
解
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

第19回統一地方選挙結果（後半）
【加茂市長選挙】
選挙区 氏　　名 政　党 結　果

加 茂 市 小 池 清 彦 無 所 属

【市町村議会議員選挙】
選挙区 定数 氏　　　名 政　党 結　果

新 発 田 市 27

中 村 こ う 無 所 属 当選（８）
こ さ か 博 司 無 所 属 当選（３）
三 母 た か し 無 所 属 当選（１）
こ ば や し 誠 無 所 属 当選（２）

加 茂 市 18 森 川 ゆ た か 国民民主

長 岡 市 34
松野けんいちろう 無 所 属 当選（１）
こ ざ か い 和 夫 無 所 属 当選（９）
五 十 嵐 良 一 無 所 属 当選（２）

小 千 谷 市 16
長 谷 川 あ り 無 所 属 当選（３）
こ ま い 和 彦 無 所 属 当選（２）

弥 彦 村 10 い た く ら 恵 一 無 所 属 当選（２）

柏 崎 市 26

笠 原 は る ひ こ 無 所 属 当選（３）
飯 塚 と し ゆ き 無 所 属 当選（５）
佐 藤 か ず の り 無 所 属 当選（３）
佐 藤 正 の り 無 所 属 当選（２）
あ い ざ わ 宗 一 無 所 属 当選（３）
秋 間 か ず ひ で 無 所 属 当選（１）

刈 羽 村 12 伊 藤 の り あ き 無 所 属

ご支援ありがとうございました。

第25回 参議院議員選挙
連合組織内比例代表候補予定者

うち越
こし

さくら氏を推薦

～組合員の皆様へお知らせ～
鷲尾衆議院議員　連合新潟推薦取り消し

連合新潟は、鷲尾英一郎衆議院議員の自民党入党に
伴う措置として、第５回執行委員会（３月28日）にて
推薦取り消しを確認しました。

第25回参議院議員選挙
　連合新潟は、第25回参議院選挙新潟県
選挙区候補者として、「うち越

こし

さくら」氏
を推薦決定しました。
うち越さくら
昭和43年１月６日生まれ（51歳）
北海道旭川市生まれ
東京大学教養学部、教育学部卒
＜経歴＞
2000年弁護士登録
東京第二弁護士会所属
児童虐待防止やＤＶ（ドメスティック
バイオレンス）救済活動に取り組む
著書多数

浜野よしふみ
電力総連（１期）

吉川さおり
情報労連（２期）

もりやたかし
私鉄総連（新人）

田 村まみ
ＵＡゼンセン（新人）

いそざき哲史
自動車総連（１期）

石上としお
電機連合（１期）

田中ひさや
ＪＡＭ（新人）

小沢まさひと
ＪＰ労組（新人）

みずおか俊一
日教組（元２期）

連合新潟　2019春季生活闘争 第５回集計結果（４月19日現在）
【賃金：定昇込み平均賃上げ方式　回答・妥結集計】

☆回答・妥結報告があった組合130組合（37,557名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2019額・率」と「2018額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式 【回答・妥結集計】

集計組合 2019 2018実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率
計 72 27,763 5,186 1.97 4,408 1.75 5,518 2.11 4,825 1.94 -332 -0.15 -417 -0.19

【一時金：回答・妥結集計】
　回答・妥結報告があった組合は、年間45組合（20,326名）、夏季のみ8組合（2,006名）。
額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通り。
１．年間回答妥結集計結果

【額集計】

集計組合 2019 2018実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額
計 26 9,182 1,257,680 1,184,790 1,248,716 1,164,555 8,964 20,236
【月数集計】

集計組合 2019 2018実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数
計 35 17,187 4.34 4.20 4.35 4.19 -0.02 0.00
２．夏季のみ回答妥結集計結果�  

【額集計】

集計組合 2019 2018実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額
計 31 9,626 567,024 540,297 572,234 538,239 -5,210 2,058
【月数集計】

集計組合 2019 2018実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数
計 40 18,353 2.14 2.07 2.14 2.06 0.00 0.01

推
薦
候
補
の
支
援
を
要
請
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
県
議
団
を
代
表
し

小
山
県
議
よ
り
自
民
党
に
対
峙

す
る
体
制
と
し
て
「
未
来
に
い

が
た
」
へ
の
結
集
を
続
け
た
い

と
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
議
会
議
員
懇
談
会
は
上
記

の
意
見
交
換
で
終
了
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
会
派
設
立
の
中

で
、
連
合
新
潟
推
薦
議
員
は
、

「
未
来
に
い
が
た
」
と
「
リ
ベ

ラ
ル
新
潟
」
の
２
会
派
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
と

も
連
合
が
進
め
る
「
働
く
も
の

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
実

現
」
と
い
っ
た
点
で
は
、
共
通

の
認
識
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

ま
す
。


